
令和６年度 小須戸地区地域福祉懇談会（新年度打合せ会議）報告 

 

福祉懇談会（小須戸地区） 

 

日時：令和 6 年 6 月 10 日（月）13:30～14:45 

会場：小須戸まちづくりセンター 

出席者 

小須戸コミ協：木村会長、佐藤副会長（事務局長兼務） 

福祉部会：長澤部会長、田中副部会長、米田部員（支え合いのしくみづくり会議構成員）、 

五十嵐部員（支え合いのしくみづくり会議構成員） 

地域福祉計画・地域福祉活動計画推進員：土屋委員 

小合・金津・小須戸圏域支え合いのしくみづくり会議：大貫構成員 

ワークセンターほほえみ：又地施設長 

秋葉区社協：横山事務局長補佐、小林 

 課題・具体的な取り組み（現況） 令和６年度取り組み 

生
活
支
援
・
移
動
支
援 

 

○地域お手伝い隊について 

 ・3 月に自治会・町内会へチラシを回覧した。問い合わせはあるが、依頼

にはつながらず現状 0 件。 

 ・回覧の時期や今までの利用者への連絡など、今後どうしていくか検討 

中。 

 ・7 月に前半のふり返り会を予定。 

 

○移動支援について 

 ・令和 5 年 12 月に運転ボランティア 5 名のうち、2 名終了した。その後、

ボランティアの募集を行い、新たに運転ボランティア 3 名、添乗ボラン

ティア 2 名が参加した。 

 ・新たに利用者の問い合わせがあり、今後増員した場合、車の複数台利用

が可能か緑花園へ相談し、問題ないと返答をいただいた。 

 

○地域お手伝い隊の活動継続 

・周知、活動方法の検討 

・ワークセンターほほえみとの連携継続 

 

 

 

 

○移動支援の活動を継続 

 ・現行の取り組みを継続 

 ・新規ボランティアへの活動説明 

・緑花園との連携継続 

 

 



 課題・具体的な取り組み（現況） 令和６年度取り組み 

 

○茶の間について 

（地域の茶の間こすど） 

 ・周知を行ってはいるが、参加者が 5 名程となっている。 

 ・ヤクルトの講座や、リ・ステップの運動など、開催内容を工夫している。 

 ・小学校と連携し、総合学習として７・9 月に児童が参加することとなっ

た。 

（小向の茶の間） 

 ・新規の問い合わせもあり、参加者は 23 名程まで増えている。 

 ・県防災アドバイザーや白根総合病院などを呼び、工夫を続けながら運営

していきたい。 

 ・今後、普段は参加しない地域の方に声をかけていきたい。 

・運営の役員増員を目指し、声をかけたい。 

（だんだん・嶋岡） 

 ・令和 5 年度は夏休み時期に子どもの居場所を実施し、令和 6 年度も継続

する予定。 

・小学校と連携し、あんしんメールで周知を行った。（令和 5 年度） 

・子どもの声を聞く、ヒヤリングの場を設ける予定。 

 ・ワークセンターほほえみのメンバーが参加し、食事をしながら関わりを

持っている。 

 ・山の手地区から、送迎支援を利用して 2 名の参加がある。 

 ・コミ協を含め、地域の皆さんと活動していきたい。 

 

 

 

○各茶の間の運営継続 

○開催内容の工夫を検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子どもの居場所継続 

・コミ協との連携 

・障がいの理解、交流 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 課題・具体的な取り組み（現況） 令和６年度取り組み 

（水田地区高齢者クラブ） 

 ・68 人参加者が増えた。今後も地域へ声かけを継続したい。 

 ・子どもとのラジオ体操を継続し、子どもが主体的に活動できるようにし 

たい。 

  

○子どもの居場所について 

（サードプレイス） 

 ・令和 5 年度のスポーツ体験では、楽しいという子どもの声や、積極性が

見られたという指導者の声があり、継続が望まれていた。 

 ・イベントのような形ではなく、定期的に子どもの居場所のような開催を 

希望する声があった。 

 ・気軽で入りやすく、勉強や気分を落ち着かせる場があるとよい。 

  →開催場所が課題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○スポーツ体験の継続 

 

○新しい居場所の形を検討 

 

○子どもの声を聞く機会をもつ 

 

 

法
人
連
携
・
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○ワークセンターほほえみについて 

 ・中学校の特別支援学級の職場体験が減っている。 

  →一日中、学校に居ることが難しい子が増えている。 

 ・小向の地域との交流ができていないので、復帰を目指したい。 

 

 

○事業所と地域の交流を検討 

 

 

 

 


